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国
語
︵
現
代
⽂
︶ 
第
１
問
︵
論
理
的
⽂
章
︶ 

【
本
文
解
説
】 

ア
ー
リ
ー
の
ま
な
ざ
し
論 

ま
な
ざ
し …

 

あ
る
対
象
を
「
見
る
」
こ
と
で
、
他
方
は
「
見
な
い
」
と
い
う
選
別 

観
光
す
る
側 

…
 

帰
属
社
会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
好
み
に
よ
っ
て
「
見
る
」
を
選
別 

観
光
さ
れ
る
側 

…
 

観
光
者
の
期
待
を
「
見
せ
」、
自
ら
の
生
活
は
「
見
せ
な
い
」
と
い
う
選
別 

ま
な
ざ
し
の
暴
力
性 …

 

境
界
線
の
恣
意
性
を
見
え
に
く
く
し
、
権
力
性
を
再
生
産
す
る 

観
光
者
に
よ
る
要
求
は
「
演
出
」
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
「
舞
台
裏
」
ま
で
拡
張 

  

（
Ａ
観
光
地
住
民
の
「
戦
略
」
は
ル
ネ
に
綱
渡
り
で
あ
る
。） 

→
 

演
出 …

 

観
光
者
の
要
求
に
応
じ
て
「
見
せ
て
い
る
」
も
の 

→
 

舞
台
裏 …

 

観
光
者
の
要
求
に
応
じ
た
く
な
い
「
見
せ
な
い
」、
も
の 

観
光
者
の
ま
な
ざ
し
は
、「
見
せ
た
く
な
い
」
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た 

＝ 

文
化
本
来
の
姿
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に 

Ｂ
「
見
る
」
こ
と
は
「
す
る
」
と
の
対
比
で
無
価
値 

＝ 

観
光
客 …

「
見
る
」
だ
け
の
よ
そ
者 

⇄
 

生
活
者…

生
活
「
す
る
」
側
が
主
役 

 

十
九
世
紀
の
な
か
ば
に
旅
行
が
変
容 

＝ 

「
す
る
」
か
ら
「
見
る
」
へ
の
転
換(

成
り
下
が
っ
た) 

←
 

お
決
ま
り
の
批
判
で
あ
る
が
、
Ｃ
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
も
な
い
。 

↓
 

批
判
が
観
光
の
形
を
変
え
て
い
く 

従
来
：
無
理
解
や
無
関 

⇄
 

二
〇
〇
〇
年
以
降
：「
体
験
」「
交
流
」「
学
習
」 

「
見
る
」
観
光
か
ら
「
す
る
」
観
光
へ
の
転
換 

 
 

近
年
、
観
光
現
象
だ
け
で
な
く
観
光
研
究
の
視
座
ま
で
も
が
更
新
を
迫
ら
れ
る 

= 

身
体
性
や
振
る
舞
い
を
重
視
す
る
視
点
（「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
的
転
回
」） 

→
 

視
覚
に
は
限
界
が
あ
る
も
の
の
、
視
覚
が
観
光
体
験
の
中
心
に
あ
る 

「
見
る
」
か
「
す
る
」
の
二
者
択
一
の
議
論
は
不
毛 

＝
ま
な
ざ
し
（
視
覚
性
）
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
身
体
性
）
は
「
Ｄ
と
も
に
踊
る
」 

 

か
つ
て
の
人
類
学
者
の
視
点 

ロ
マ
ン
主
義
的
ま
な
ざ
し
（
他
者
を
排
除
す
る
） 

…
 

他
の
観
光
者
が
い
な
い
こ
と
が
観
光
地
の
価
値
を
高
め
る 

集
合
的
ま
な
ざ
し
（
他
者
を
取
り
込
む
） 

…
 

他
の
観
光
者
が
い
る
こ
と
が
観
光
地
の
価
値
を
高
め
る 

都
市
は
「
見
る
こ
と
」
と
「
見
ら
れ
る
こ
と
」
を
媒
介
す
る
（
Ｅ
と
も
に
踊
る
） 

＝ 

「
相
互
の
ま
な
ざ
し
」 

Ｆ
観
光
に
お
け
る「
見
る/

見
ら
れ
る
」を
考
え
る
上
で
、サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
は
示
唆
的
で
あ
る
。 
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【
設
問
解
説
】 

問
２
#
内
容
説
明 

ａ 

観
光
客
の
要
求
が
拡
⼤ 

ｂ 

観
光
地
⽣
活
者
の
⽂
化
を
も
要
求
対
象
に 

ｃ 

観
光
地
⽣
活
者
の
⽣
活
全
域
を
観
光
者
の
要
求
に
適
合 

 

問
３
#
内
容
説
明 

ａ 

観
光
客
は
﹁
⾒
る
﹂
だ
け
で
観
光
地
と
は
無
関
係 

ｂ 

観
光
地
⽣
活
者
の
は
⽣
活
﹁
す
る
﹂
主
役 

 

問
４
#
理
由
説
明 

ａ 

批
判
に
よ
N
て
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る 

ｂ 

変
化
前
V
観
光
地
を
ソ
ト
か
ら
﹁
⾒
る
﹂ 

ｃ 

変
化
後
V
観
光
地
を
ウ
チ
か
ら
﹁
す
る
﹂ 

 

問
５
#
内
容
説
明 

ａ 

﹁
⾒
る
﹂
と
﹁
す
る
﹂
は
⼀
体
的 

ｂ  

 

問
６
#
内
容
説
明 

ａ 

﹁
相
互
の
ま
な
ざ
し
﹂
の
具
体
例 

ｂ 

動
物
の
⽣
活
圏
に
踏
み
⼊
る
点
で
⼀
般
的
な
展
⽰
と
は
異
な
る 

ｃ 

観
光
客
は
⾒
る
主
体
で
あ
る
と
同
時
に
⾒
ら
れ
る
客
体
に
も
な
る 

   

基
本
技
術   

真
偽
判
定
パ
タ
8
ン 

○
#
同
義
部
分
の
み 

×

#
同
義
部
分
＋
相
違
部
分 

／ 

書
い
て
い
な
い
部
分 

 

設
問
回
答
パ
タ
8
ン 

内
容
説
明 

１
w
傍
線
部
・
選
択
肢
を
﹁
要
素
﹂
に
⽂
節
化 

２
w
個
々
の
﹁
要
素
﹂
を
傍
線
部
と
選
択
肢
で
⽐
較 

理
由
説
明 

１
w﹁
因
果
関
係
﹂
の
﹁
原
因
﹂
と
﹁
結
果
﹂
を
決
定 

２
w﹁
原
因
﹂
と
﹁
結
果
﹂
の
論
理
を
選
択
肢
で
繋
ぐ 

  


